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はじめに
精神分裂病の精神症状は追体験が難しく、了
解が困難とされてきた。 「支離滅裂」も、その
端的なものの一つとみなされる。
支離滅裂は、思考の主題、思考過程、言葉の
概念などの障害である。患者さんの発言からは
荒木孝治
し、内容を質的に分析する。そして、それぞれ
の患者さんにとっての意味を考察し、 「支離滅
裂」を人間学的に再解釈するための示唆を引き
出したいと考える。
アプローチは現象学的方法を用いる。先入見
を排して患者さんを一人の人としてありのまま
に見つめ、 「支離滅裂」として括られてきた心
的事象を、筆者と患者さんとの係わりの状況に
即してできるだけ詳しく記述する。そしてその
過程の中で見えてきた意味、つまり「支離滅裂」
は、具体的な状況の中ではいかなる意味を帯び
ているか、指し示しているかということを読み
取り、それを適切な言葉で表現していくのであ
る。
なお、下記の事例ではプライバシーの保護の
ため、現病歴や患者さんの言動などには、一部
修正を加えている。
何らかのまとまった意味を得ることができず、 I事例A
思考の目的や話の意図が不明である。また、単
語から通常使われている意味が失われ、患者さ {l)Aさん (60オ男性）について
ん独自の意味づけが行われることがある（井上
1998, pp.96f)。
しかし支離滅裂の患者さんと接していると、
会話はかみ合っていないが、二人の関係性とし
ては対話になっていることをしばしば経験する。
一見理解し難い言葉でも、状況の中で現れてく
る言葉を改めて捉え直してみると、そこに人間
的な表現が読み取れるのではないだろうか。
本稿では、 「支離滅裂」の患者さんの了解を
広げることを目的として、二例の係わりを記述
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a現病歴
中学卒業後Aさんは大工として働いたが、 20
オ時、やくざ関係の知人に誘われ、別の親方の
ところに移り住んだ。不倫のトラブルがあった
が、その頃から酒を覚え、発病前は一日ー升の
酒を飲んだ。仕事場に行くのに回り道をしたり、
一つ手前の駅で降りたりするようになり、やが
て部屋に閉じこもるようになった。近くのX病
院に精神分裂病の診断で数ヶ月入院 (23オ）、そ
の後Y病院に移った。離院やケンカのエピソー
ドもあったが、 30オ時退院し大工に戻った。だ
が仕事に行かなくなり、 「関西人は悪い。関東
人はいい。汚い男は殺してしまえ。天のお告げ
だ」といい、気にいらないことがあると怒り、
ほおっておくとラジオばかり聞く生活になった。
32オ時、 Z病院（現在療養中の病院）に入院し、
今年で入院生活28年になる。
b現在の状況
病棟ではどちらかというと自閉的であるが、
スタッフには礼儀正しく、また年下の患者さん
をかばったりされる。たまに「堪忍袋が切れた
ように」他の患者さんとト・ラブルになることが
ある。髪も研ぎ髭も剃り、身だしなみはきちん
とされているが、入浴はめったにされない。そ
れでも弟たちと一緒に旅行に出かけるときには
温泉に入るのを楽しみにしている。いわいる院
内寛解の状態で、グループホームでの生活が検
討され始めている。
(2)対話の記録
全体で7~8分ぐらいの会話である。言葉は
所々聞き取りにくく、また、話の内容も決して
分かりやすいものではないが、応対時は愛想が
よい。病室を訪れるとベッドで足を伸ばして座
っている。声をかけると「どうぞ、どうぞ」と
いい、ベッドに腰をおろすように勧めてくれる。
「おせん」と「板垣退助」
開ロ一番、はっきりした口調で「どこに行っ
ても〈おせん〉やしね。板垣退助にもっていく
のはな」と話す。わからないことをいうものだ
なぁーと思いながら、 「はあはあ、 ・・暑なり
ましたねー」と時候の挨拶をする。私の口から
少しため息がでる。 Aさんの方は「僕はX病院
（以前入院していた病院）やから、いうとるだ
けのことで。九千円もらっているからな。刑務
所行った連中が」といい、 「判決があるから、
犯罪者になる。五千円の犯罪でね」と付け加え
る。声が段々と小さくなる。
旅行の思い出
「刑務所」や「犯罪者」という言葉がなぜで
てくるのだろうと思い、 「犯罪者になる？」と
尋ねる。 Aさんは「うん」と応えるが、すぐに
「温泉や行く時はまた、板垣退助でね。仲良い
二人で行くけどな。一人の時やったら、着替え
もみな、やっていかないかんし」という。温泉
は好きらしいので「Aさん、温泉好きやねー」
というと、 「気分がよくなるからね。板垣退助
もっとるからね」と話し、続けて「〈おせん〉は
また、高速道路であの、いるからな。食事代が
ね」という。どうやら〈おせん〉は銭（おかね）
のことらしい。声が柔らかくなってきた。
Aさんは最近、弟の運転する車で白浜に旅行
に出かけた。そこで私がお金に関連して「・・
高速料もいるし」というと、 「高速料は千円＜
らいでいけるけどね」といい、こちらが「なる
ほど、千円でいけます？」と関心を示すと「い
けます。カードを買わないかんからな」「カード
を千円いれたら、それで帰りも行きも行けま
す」と応える。話が少しかみ合ってきた。
Y病院の「刑務所」
続けてこちらが「この頃（高速料は）カード
式になっているの？」と尋ねると、少し声を落
として「うん」というが、すぐに元の声に戻っ
て「盲腸もいいけどな」という。意外な返事だ
ったので、もう一度聞き返すと、 「盲腸、僕こ
こ」と応え、ズボンを下ろして盲腸のところを
指でさしながら「これ盲腸ね。 3つやから詳し
いんですわ」といい笑う。私が「盲腸も手術す
る人いますね」というと、少し戸惑って「えー」
といい、 「これで夏来るんやろな一。板垣退助、
それが大きいと思うからね。六つうたうから
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な」と話し、 「これはY病院の刑務所でね。皆
起きないかんけどね」と続ける。
「板垣退助」について聞こうとするが、 Aさ
んの方は「ここであんなんやっていても、刑務
所でつとまらんようになったらね。あらしもお
ってな、突き倒したり、こねあるいたりね」と
いい、「・・ひどかったんや、 Y病院行ったら」
としみじみと話す。 「刑務所」とはかつて入院
していた病院のことのようで、当時のつらかっ
た思い出を語ってくれたようだ。
病院の所在地のことを聞くと、左手の甲を差
しだし、右の人差し指で、左手の所々を指さし
「これ、 X病院、これ、命を助けるやつな、職
人、これ、たいこぽん」と「説明」し、何かい
った後で（聞き取りにくい）、「そうせな家庭生
活も犠牲になってしまうもんな」と話す。
世界を守るような人
「家庭生活も大事やもんね」と声をかけると、
「五千円で服4枚着るんやからね。子供おった
らな。夫婦で買い物行けるからね」といい「僕
は酒飲み・・酒しかのまんけどな。赤ん坊から
赤い薬塗られているからね」という。「赤い薬」
について尋ねると、声が少し小さくなって「そ
れはもう、パスポートやけどな」という。続け
て「そんなら、婿はんやら案配してくれるのわ
かってね」「ナカムラ（？）、そんな働く人おる。
どうしても僕にきたらかなわんわな」と話す。
これ迄にも、 「ナカムラ」という名前をAさ
んの口から聞いたことがある。そこで「ナカム
ラさんというのは誰ですか」と尋ねると、「〈ナ
カムライのマツ〉やけどね、僕は」という。重
ねて「ナカムラさんというのがAさんの（何）
．．」と聞くと、 「いやいや、世界を守るよう
な人がおるやろ」といい、続けて「またわから
んのが入ってくると思うからな。 .. 吉田先生
（仮名）も、保坂先生（仮名）も見てるからね」
という。以前の病院の医師名が登場し、その当
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時の自分なりの、見張り役の様な「役割」（おそ
らく現在の病院においてもそうなのだろうが）
を話してくれたようである。この人の、いわば
義理堅い「気質（かたぎ）」を感じさせる。
クリスマス会のプレゼント
床頭台に目をやると、ミッキーマウスの小さ
な人形が置いてある。 「Aさん、かわいいやつ
がありますねー」というと、ニコニコ笑いなが
ら、「（昨年の）クリスマスにもらいました」と
いう。そして穏やかに「お金はいかんけど、五
千円は両替せないかんわね」と話す。 「お金は
いかんけど」というのは、病棟のクリスマス会
のプレゼント交換のことをいっているのだろう。
ベッドサイドもきれいにしてあり、たたんだジ
ャンパーが置かれている。ジャンパーをたまに
着ることがあるといい、こちらが「今日はちょ
っと暑いですもんね」というと、 「着るにはね。
昨日よりましやけどな一。 ・・痩せているから
大丈夫ですけどね」と話す。このあたりの話は
聞き取りやすい。挨拶をして部屋を出る。
(3)考察
Aさんとの対話
人生の半分以上を病院で暮らしている患者さ
んで、こちらを職員の一員として認知し、いん
ぎんに応じてくれている。また会話前半の、高
速道路の料金の話や、最後のクリスマス会のプ
レゼントの話からすると、現実的な認知もでき
ていることがわかる。この様に対話の形式面に
おいては、一見社交的のようにも見える。だが
対話（言語表現）の内容についてみると、 「自
閉的思考」（ブロイラー Bleuler,E1974, pp.76~ 
78)とでも言いたくなるような、自分の中での
意味連関の発言が多い。
応答の特徴
通常対話は、共通の枠組みにお互いが関わる
というかたちで、いわば言葉の客観的な枠組み
の中で、相手の語る内容を整理し、それを受け
止めて応答するという形で成立する。
だがAさんの場合、自分の枠組みの中で処理
してしまうところに特徴がある。例えば、私が
「この頃（高速道路の料金は）カード式になっ
ているの？」と尋ねると、 「うん」「・・盲腸も
いいけどな」といい、さらに「盲腸も手術する
人とかいますね」と声をかけると、 「えー」「・
• これで夏来るんやろな一。板垣退助」と応え
ている。これを病理学的にいえば、「支離滅裂」
とか「思考奔逸」ということになろう。
相手に言われたことや尋・ねられたことは、 A
さんにある意味を触発するであろうが、それに
対して、少し戸惑いを示した後で、自分の中で
のみ通用する自由連想で、 Aさんにとっては意
味のある（または連関する）応答をしていくこ
とが多いのである。つまり、他者からの係わり
によって、 「独り言」のようなものが触発され、
Aさんの枠組みの中での連想（思い）が言語化
されていくという動きなのである。
繰り返しでてくるタームの重要性
ところで、 Aさんと対話していると、 「おせ
ん」「板垣退助」「刑務所」「五千円」など、同じタ
ームが繰り返し登場することに気づく。
30数年病院で暮らしていると、世界が拡がら
ないということが考えられる。そのために、病
院に入院する前の、職業生活を行っていた頃、
さらにはそれ以前の、家族とも交流のあったと
きの何かが固着したまま、今に引きずっている
ように思われる。生活史の中で形成されたキー
ワードのようなものが、今の心境なり、感情を
表現する際の道具になっているのではないか。
例えば、 「板垣退助」という言葉は、記録中
に4回現れる。即ち、
①冒頭の「どこへ行ってもおせん）やしね。
板垣退助にもっていくのはな」という言葉
② 「犯罪者」について聞かれた時の「温泉や
行く時はまた、板垣退助でね。仲良い二人で行
くけどな」という返事
③これに続く「気分がよくなるからね。板垣
退助もっているからね」という言葉
④そして中盤の、 「盲腸の手術」のことをい
われて「これで夏来るんやろな、板垣退助。そ
れが大きいと思うからね」という表現、である。
これらの中で@Rcは、 「板垣退助」が、く
つろいだ、或いはゆったりとした気分を表現す
る文脈で使われている。つまり、 「仲良い二人
で行く」（②）、「気分がよくなる」（③)、「それが
大きいと思うからね」（④）、である。また、①の
「板垣退助」は、 「おせん」（お金を指すと思わ
れる）という言葉とともに用いられている。こ
れはかつて、百円札に板垣退助の肖像画が使わ
れていたことを連想させる。つまり「板垣退助」
は、何か「気持ちが豊かになること」の感l冑表
現をしたいときに使われる傾向があるのではな
いかと思われる。
案外この様なタームは、生活を共有してきた
家族ならばわかるのかもしれない。それは、そ
の家の赤ちゃんにだけ固有の、赤ちゃん言葉が
あるのとよく似ている。その意味では主観的な
物言いをしているが、 Aさんの中ではかなり自
然に首尾一貫しているのであろう。
対話の状況における意味
しかし、この様に同じ言葉を繰り返し使って
いるとしても、それぞれの場面における、その
言葉の「状況的意味」は違うと考えられる。
例えば「五千円」というのは、ある傾向の意
味を表しているであろうが、それは常に同じで
はないと思われる。
「五千円」という言葉は、データには3回登
場している。
①前半の、 X病院について語るくだりで「判
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決があるから、犯罪者になる。五千円の犯罪で
ね」という表現
②中盤の、家庭生活に言及した部分で「五千
円で服4枚買うんやからね。子どもおったらな。
夫婦で買い物行けるからね」という発言
③後半の、クリスマス会でのプレゼント交換
に関する「お金はいかんけど。五千円は両替せ
ないかんわね」という言葉、である。
この中で②については、通常の五千円（金額）
で意味が通ると考えられる。だが①と③では、
Aさんのその時の表現意図により、対話状況の
中で、 「五千円」という言葉に、②の場合とは
違った意味を付与されていると考えられる。
例えば③の部分は、 （お金はいけないことに
なっているので）「物で交換せないかんわねー」
といった意味があると考えられる。
また①の方は「五千円の犯罪」を、 「それ相
当の犯罪」ぐらいに置き換えてもよいであろう。
これらのことを病理学的に「マイナス」に見
て、 「言語的思考を統合する何らかの中枢部分
のところで、はたらきが弱っている、或いは司
令塔のようなものが崩壊している」とみなすこ
ともできる。しかし、対話状況の意味として見
ていくと、それぞれの場合の状況的意味が込め
られているように思われるのである。
事例Aのまとめ
最近経験したことや、目に映るものについて
は現実的な話ができる。つまり感情表現でなく
て、リアルな、或いは具体的な事柄に関しては
的確な応答をしており、こちらの枠組みとそれ
ほどずれていない。
しかし、自分の感情や思いを（尋ねられて）
表現するような対話の部分では、自分にとって
かつて影を落としたと思われるような言葉が自
由奔放に使われている。つまり、現在の病院に
入院する前の出来事の中で印象に残っているこ
とがあって、それを現在の状況の中で反弱して
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いるのだろう。 （端的な例は、かつての病院を
示すと思われる「刑務所」という言葉である）。
そしてそのようなものを触発してくれるような
語りかけに対して、 Aさんの中では意味のある
応答をしているのであろう。
このような形での感情表現や過去への言及は、
聞くものからすると、相当説明してくれないと
わからない。だから「支離滅裂」と形容される
のである。だがAさんは、このような表現でも
って、自分の気持ちゃ過去（むかし）を語りた
いのではないだろうか。・
I事例B
(l)Bさん (49オ男性）について
a現病歴
Bさんは、義父、実母、義兄3人の6人家族
の中で育った。中学2年から不登校となり、人
が自分の顔を見て笑うと言い始める。 a病院を
受診し短期間入院、中学校は中退する。 16オ時
にも 3ヶ月の入院があった。父の死亡後転居し、
母、長兄とともに暮らし始めるが、不眠、不食
となり、布団に入ったきりの生活が続く。近所
の家に窓から入ろうとすることがあり、本人の
希望で3回目の入院。 19オ時、家の近くのf3病
院に転院。だがBさんはこの病院を嫌い（処遇
がきつかったよう）、 20オ時、 y病院（現在療
養中の病院）に転院になる。
転院当時から不安が強く、殴られるといって
逃げ回り、鏡が恐いといって空手で割ったりし
た。また、幻覚により窓の近くで「出て行け」
と怒鳴り、自傷行為も続いた。入院生活は今年
で29年になるが、退院のめどは立っていない。
b現在の状況
ホールや病室で、独語・独笑しながら徘徊し
ていることが多い。他の患者さんとの交流は殆
どなく、レクリエーションやグループ活動にも
参加しない。不安は持続し、時に幻視・幻聴、
或いは人の行動に反応して、怒声をあげるとき
がある。また会話では「支離滅裂」が顕著であ
る。こちらが声をかけても黙っていたり、拒絶
することが少なくないが、機嫌のよいときは、
本人の方から口を開いてくる。
(2)対話の記録
病室を訪れると、下を向いてベッドサイドの
てね。後の畑全部、蝶野さんに渡して。そう言
うとくから」と話す。続けて声を小さくし「僕
がちさんこうい・・きんちさん」云々という（声
は聞こえるが内容が聞き取りにくい）。 こちら
が「蝶野さんって、よく（話に）出てくる」と
いうと、左手を振って「いや一、僕、そんなん」
といい、体を横に向けて、これ以上話はしない
旨を示す。強めの口調のまま「もう寝るから、
頭、変になるから」といい、私が同意すると、
小さな声で「許して」といい離れる。
回りを歩いている。こちらが同室の患者さんと b中盤
話していると、 Bさんの方から話しかけてくる。
a対話前半
穏やかに「博多ラーメン食べとったらな、ほ
なら、照尾さん（仮名）が．．」と言いかける
が、小声で「そやっ」といい、思いついた様に
「地獄なんか行きたないしな。行く時も、行く
時もあるけどな。いきなり行くんやったら、自
殺して死んでいくけどな、僕な」と語っていく。
「あの金はね。僕が決めたんやけどね」とい
い、 「• • 朝ベッドから起きた時にな、蝶野さ
ん（仮名）、あそこの鏡の所でいうとったけどな。
何やわからへんかったけどな」と話す。そして
「333億、 333億の神秘じゃあるけいな。 333世
紀一回でね。 3世紀なんや蒸発させてしまうか
もしれんけどな。そんなん言うとったわ」とい
う。この後も暫く、 3のつく数字を呪文の様に
いうのが続く。語るテンポが早くなっている。
こちらが「あー、そう一」と頷くと、 「あの金
ね、僕が決めたんやけどね」ともう一度いう。
続けて口調を強くして「荒木さんはほら、ま
じめにやっているけどね」「やらん方がええんや。
あれ、 （せいきゅうろう〉の事はね」という。
そして「僕は自殺さして。金は555世紀飛ばし
病室から出ようとすると、はっきりした口調
でこちらの名前を呼び、声を落として「もうあ
の」といいかけるが、ふと気づいたように「今
さっき、ここに来とったんですか？」と尋ねる。
その聞き方はとてもリアルで「そうそう、さっ
き来たん」というと、 「う一ん」と小声で頷く。
少し間があって「病棟の中にね、カレーとカ
レーじゃ、嫌ですよ」と弱々しくいう。そして
「あれはね、あの一、いつまでもラーメン気違
いなんかになりたないでしょ？」と付け加える。
続けて（口調を強めて） 「昨日か一昨日にね、
せやから、さっきは朝の時にね」 「お金5枚だ
してもうてね。コーラね」、 （徐々 に弱く）
「8、90円か、 80円のコーラ、一個10円か20円
おつりのね」、（弱々しく）「コーラこうてきた
ん」という。
次はラーメンの話で「• • 今日、朝、あの一、
塩ラーメン、一袋100円か90円の塩ラーメンね」
と続けるが、段々とたどたどしくなり、最後は
消え入るような声で「こうてきてもうたんです
ゎ」と話す。だがすぐに口調を強めて「いや、
島津さん（仮名）ですわー」という。
この後、独語のように「あそこのコーラ、 90
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円か80円。 90円で10円釣りの．．」とか、 「こ
っち側（の自販機）は、 90円のコー ラ、 10円釣
りの．．」「あそこは200円で、一本100円か105
円のソーセージ、 .. こうたんやけどね」と話
すが、やはりたどたどしい。こちらが声をかけ
ると、遮るようにその時だけは声が大きくなる。
どうやら今日の小遣いの使い道を話している様
である。
少し間があって、小声で「ほんで、お金」と
いいかけ、 「誰かにね、お金取られたんとは違
うけどね」と話す。私が「そーか」と小さく頷
くと、軽く会釈し、左手を上げ、話は終わりと
いうことを示す。
c後半
帰ろうとすると、穏やかに「今日は、ここの
部屋、野田さん（仮名）と話に来たんですか」
と声をかけてくる。 「うん。そうそう」という
と、声を強めて「嫌ですよ、センターの方、い
ばされるの。嫌やからね」という。だがすぐに
穏やかになって、 「川端さん（仮名）に頼んど
きますわ、あれはね、コーラこうたけどね。あ
の先生もあんな人なんですわ」と話す。センタ
ーや川端さんについてはもう一つ解らないが、
「そう」「うん」と応える。
金、僕、あの、ねっ」と早めの口調でいう。こ
の後、早く話そうとするが十分言葉にならず、
断片的に「見せたことはみせたけどね」「僕かて
〈きれいなおまえ〉であるけどね」といった内
容が聞き取れる。
少し間があって、やはり早めの口調で「荒木
さんのやり方やったら、いちいち気にしとった
ら、やってかれへんからね」といい、「草津（仮
の地名）の団地がかわいいっていうとったらね、
そんなしんろ（？）決めたことあったからね」
と続ける。よくわからないままに「そう」と応
えると、「草津ね、・・治るからね。治るから」
という。声が少しかすれてきている。
この後、 「またあの、まさひろさん（仮名）
がね」といい、その人がいじめられた話をし始
めるが、途中で、顔を動かし「話は終わり」と
いうしぐさをする。挨拶をして部屋を出る。
(3)考察
Bさんの話し方
Bさんは、表現に感情の起伏、テンポの変動
が目立つ。一般に「支離滅裂」は、意味連関の
観点から定義されるが、単に「ばらばら」なの
ではなく、そこに感情が込められているのであ
る。
続けて「僕ね、 000(聞き取りにくい）な 前半は、お金をめぐるかつての人間関係に言
んかなりたくないですわ」といい、小声で「僕、 及している部分があるが、概して語気が強く、
自殺して死んで」といった後、口調を強めて、 口調は早めである。
「あの金はね」「蝶野さん、また階段上って来て それに対して中盤は、総じて語気は弱く、小
ね、 1病棟、 2病棟、 3病棟とね、荒木さんと 声も多く、口調はたどたどしい。
組むと思うけどね」「あの、 〈大黒様〉かて連れ 後半は、かつての体験を思い出したり、信頼
てくると思うけどね」と話していく。私が「ほ を寄せていたと思われる人物の名前が再び登場
んと一」というと、語気を強め「僕の方がよく するが、全体に強めで、口調も早めになっ｀てい
知っとたな一、その性格」といい、小声で「あ る。
の性格、よう知っとった」と繰り返す。 過去の出来事やBさんしかわかりにくい話を
続けて「ほんで、あの、お金、僕の、僕のお するときには、感情の起伏は概して大きい。
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日常の雑談をしている
中盤では、今日の自分の病院内の暮らしの一
部を、一生懸命話している。お金のことも何度
か言いかけては、相手の反応を見ながら話して
いる。状況的には思い起こすのだが、記憶に自
信がもてないようだ。
前半・後半では、恐怖の体験（「地獄に行く」）
や若い頃の印象深い話(「333億」云々の神秘的
な話）など、説明があればわかるようなことが、
そのまま裸で出てきたりする。また、本来なら
自分で決定すべき財産について、外部から否定
されたのではないかと思わせるような話（「僕が
決めたお金」）や、過去の嫌な体験（「センターに
いばされた」）をちらっと語ったりする。通常は
話し手が解説するのだが、その解説がなく、連
想するままになっている。
だが、状況性としては対話的な状況になって
おり、色々な話題が出て当たり前の、日常の雑
談ができているわけである。
こちらに心を開いている
Bさんは筆者に関して、記録では3回言及し
ている。いずれも語気は強いので、 Bさんにと
って「自分の側」の人なのだろう。 「荒木さん
はやらん方がええんや。 くせいきゅうろう〉の
ことはね」（前半）「蝶野さん、荒木さんと組む
と思うけどね」「荒木さんのやり方やったら、や
ってかれへんからね」（後半）。自分から語りかけ
ている。また記録の全体を見ると、上記のよう
な多様な内容であることから、自分が好きなこ
とを話しても「この人は大丈夫だ」という認識
が、かなりできていると思われる。その意味で
はBさんは、こちらに心を開いているのである。
不安
こちらがBさんの言っていることを「尋ねて
しまう」と、 Bさんは話すのをやめてしまう（前
半の終わりの部分）。或いは、合間に声をかける
と、遮るように語気を強くして話を続ける（中
盤の後半部分）。そのような場合Bさんは不安に
なってしまうのだろう。
Bさんが根本的な不安をもっているであろう
ことは、 「地獄に行くこと」を急に思いついた
り（前半最初）、「自殺」という言葉が前半にも
後半にも登場することからも考えられる。
こちらにとっては、ごく自然な問いかけであ
っても、 Bさんにとっては自分に固有のあり方
みたいなものが、否認されるという受け取り方
をしてしまうのではないか。それほど頑なに自
分を守っているのであろう。
Bさんとの対話では、こちらは聞いているこ
とが多い。だが、このような姿勢で係わりを続
けることで、 Bさんの方も、自分の言いたいこ
とを受け止めてくれるという期待が生まれ、そ
れが、相互的な対話につながっていくのだろう。
事例Bのまとめ
中盤・後半の冒頭で、一旦話すのをやめたB
さんは再びこちらに話しかける。
Bさんは「根本的な不安を抱え込み」つつも
やはり、安心できる人であれば、話しかけたい
という気持ちをもっていると思われる。
一般に対話は、共通の枠維みとその人固有の
枠組みとのからみ合いで生じる。
Bさんは固有の枠組み、自分にしかわからな
いものを守りながら、同時に安心できる人に「話
しかけ」ている。そのような言動をとることで、
Bさんなりに均衡を保とうとしているようであ
る。この事例では、 Bさんの存在様式と「支離
滅裂」とが、どこかで重なり合うように思われ
た。
むすび
通常、対話はそのときの状況のリアルな意味
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だけに縛られるものではない。そこから触発さ
れ、自分の頭の中での自由な連想が「伸びだ
し」また「もどって」、という動きを伴ってい
ると考えられる。つまり、現実の状況に規定さ
れた表現と、自由連想的に心の中の意味連関で
発言された部分とが混在しているのである。
但し、個人的な連想が言葉に現れる場合でも
その意味を解説しうるならば、それは現実的な
話になるのである。だが説明なしに、自分の世
界の表現に飛んでしまえば、聞いている相手に
は不可解なものになってしまう。
支離滅裂と呼ばれる症状は、通常の人にもみ
られる「思考が飛ぴとぴになったりしながら」
という側面、思考の揺れ動きが、かなり拡大さ
れて示されていると理解すれば、症状について
のある程度の追体験は可能になろう。
今回、二つの事例を検討する中で、支離滅裂
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でもって「語りかけてくる」こと自体が、意味
のあることのように思われた。
今後はさらに事例の考察を重ね、従来の知見
・解釈と議論しながら、支離滅裂についての一
層の了解を広げていきたいと考える。
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